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宮崎地裁判決を前に 
          宮田尚典（弁護士・宮崎弁護団） 

 

長くかかる裁判ゆえに 

宮崎では、４名が訴訟提起し 

たものの、途中で、１人が亡く 

なり、原告は３名になっていま 

す。もう１人は、体調が悪くな 

り、裁判に出頭できません。 

 

妻の介護をしながら保護利用 

残り２人のうち１人は、妻と２人暮らしで、妻が平

成 20 年１月に脳梗塞で倒れて入院して歩けなくな

り、妻の面倒をみる子も親戚もいないので、妻の介護

で、生活保護を受けています。その妻は、今年１月 

13日に亡くなりました。 

 

図書館で過ごす一日 

もう１人は、ホームレス生活していたところをボ

ランティアに教えてもらい、平成21年から生活保護

を受けています。それでも、テレビは中古、洗濯機は

高いので買えず、電気代節約のため図書館で一日過

ごすという生活です。 

 

提訴時の気持ちと判決を待つ思い 

国が生活保護費を下げたのは、地デジ対応のテレ

ビ売上が伸びてテレビの値段が下がり、また、パソコ

ンの値段が下がったからでした。しかし、この２人が

生活するのに、地デジ対応のテレビを買うようなこ

となどしていないし、パソコンを使うこともありま

せんでした。そこで、支給額引下取消の裁判をしたの

です。 

 2月10日（金）14時に、 

いよいよ判決を迎えます。どうぞ 

ご支援宜しくお願いいたします。 

今年も、私たちは、意気揚々と！ 
権利はたたかう者の手にある 

 吉田雄大（弁護士・いのちのとりで裁判全国事務局） 

 

生存権の金字塔たる朝日訴訟東京地裁・浅沼判決

（1960年）からほぼ50年、2010年6月に生存権

裁判（老齢加算）・福岡高裁勝訴判決が出されました。

その後、干支が一回りした2022年には、5月25日

熊本地裁、6月24日東京地裁、10月19日横浜地裁

の勝訴が続きました。いのちのとりで裁判全体でも、

勝訴率を三割に乗せ、まさに「絶好調」です。いのち

のとりで裁判の潮目はたしかに変わりました。 

 

大運動に向けた京都訴訟・新春決起集会を開催 

 1 月29 日、京都訴訟・新春決起集会が開催されま

した。京都原告のお二方に加え、小久保哲郎弁護士、

小寺アイ子さん、白井康彦さん、井上英夫先生、井上

啓先生、木下秀雄先生、吉永純先生が次々登壇しまし

た。さらに、楠晤さん（年金裁判京都事件・原告団事

務局長）が、いのちのとりで裁判との連帯を宣言され

ました。今春の大運動に向け着実な第一歩を踏み出し

たと思います。 

 

原告の鬼退治 

 尾藤廣喜弁護士の閉会挨拶のあと

は、豆まき！節分が近いということ

で、原告としてたたかう方々の豆

は・・・見事ヒット！ 

 

200万人の思いとともに 

旧暦では節分の翌日から新春です。全都道府県での

10000 人審査請求、北は北海道から南は沖縄まで、

前代未聞の1000人集団訴訟のいわば総決算として、

200万人の生活保護利用者の思いを背負いつつ、たの

しく、健康に留意しながら、みんなでがんばりましょ

うね。 

 

 

 



 

勝訴判決に続こう！ 

3月 24日の判決に向け、 

頑張ります！ 
生存権裁判を支援するわかやまの会 

会長 金川めぐみ 

 

2023年 3月 24日（金）14時、いよいよ

ここ和歌山でも判決を迎えます。弁護団の

緻密な論証と原告の皆さんの力強い証言

を基礎に、この間さまざまな形で生活保護

基準引き下げの違法性を訴えてまいりま

した。 

2014 年 10 月 27 日の提訴以来、11 名の

原告の皆さんと支援者がともに過ごした 8

年間のたたかい、裁判後に行われる交流集

会を通じて、支援の輪がだんだん広がって

きました。 

 

ただ、この間１つ残念なのは、判決を前

に 1名の原告がご逝去されたことです。証

言台にも立ち、勝訴判決を最も楽しみにし

ていた彼女の思いと笑顔を胸に、皆で各地

の地裁の勝訴判決に続く、公正な判決をぜ

ひ和歌山でも勝ち取っていきたいと思い

ます！ 

全国の皆さんに是非良い報告ができる

よう、勝訴へのラストスパートに向けて、

和歌山でも今、皆で一丸となり頑張ってい

ます。最後までご支援を頂けすよう、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ちょうど 8年前、第 1回期日の入廷写真) 
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3月 24日、 

“勝どき”を上げるとき 

 
いのちのとりで裁判あおもりアクション 

事務局長 工藤詔隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍 3回目の年の瀬。青森の裁判は

12 月 16 日で結審、判決が 3 月 24 日の 11

時に言い渡されることになりました。地裁

のたたかいはまもなく、最大のヤマ場を迎

えます。 

こうしたなか、あおもりアクションは去

る 1月 28日、気温マイナス 10度の猛吹雪

にもかかわらず、県内各地から 62 名が集

まって「提訴 7年、勝つぞ！あおもり学習

決起集会」を開催しました。 

「保護基準は上げていくべきもので、引き

下げなんてもっての外。労働者も、年金者

も、生活保護利用者もみんな一緒になって

たたかいを！」と呼びかけた講師の唐鎌直

義先生、200 人に迫る個人請願を集めた青

森県生連、学習と宣伝を積み重ね 3000 筆

を超える署名を集約した青森県民医連な

ど、来たる日に向け、青森でも勝利判決

を！の意思と団結を固めあいました。 

参加者の激励メッセージで埋め尽くさ

れた色紙を手に、マイクを握った原告から

は「みんなと一緒に最後の最後までたたい

抜いて、絶対に勝ちたいです」と力強い決

意表明。 

3月 24日、いよいよ“勝どき”を上げると

きがやって来ました‼ 



 

２つの「鈴鹿市障害者自動車保有・

利用禁止事件」へのご支援を 
 

身体障害や難病のある原告さん親子（80歳

代の母親と 50代際の息子さん）は、３年前に

三重県鈴鹿市にて生活保護の受給開始決定を

受け、通院に必要な自動車の保有を認められ

ました。 

ところが鈴鹿市は、通院以外の買い物など

への自動車利用を禁止するため、運転記録票

の提出を強要しました。原告さんらがこれを

拒否したところ、指示に違反したとして保護

停止処分を受けました。原告さんらの身体状

況から、日常生活を維持するために自動車は

欠かせません。運転記録票の提出を義務とす

ることは、プライバシーや移動の自由の侵害

に他なりません。 

なお、鈴鹿市とは、自動車関連の問題で保

護停止処分を受けた身体障害のある原告さん

（70歳代）が別の裁判でたたかっています。 

これら 2 つの保護停止処分は、いずれも生

活保護という命綱を奪うものであり、決して

許されません。 

また、これらの裁判は保護世帯の自動車利

用そのものについて、国の方向性をも左右す

るものです。 

ぜひこれらの裁判にもご注目いただき、ご

支援をいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2023年 1月 7日、支援する会結成集会の様子） 

 

三重県社会保障推進協議会 田中武士 
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物価高騰に見合った引き上げを！ 

～新年度の生活保護基準について～ 

 

2023 年度からの保護基準のあり方を審議

していた生活保護基準部会は、高齢世帯では

最大８％も保護基準が高い等とする報告書

をまとめました。今でさえ低すぎる保護基準

が「高い」という評価となったのは、低所得

層の消費実態と比較したからです。 

生活保護問題対策全国会議では、低所得層

との比較という手法を改めよ、異常な物価急

騰を踏まえ生活保護基準を緊急に引き上げ

よとする緊急声明を出しました。「これでは

生活できない」という生活保護利用者の記者

会見等にはメディアも注目し、政府の動きに

批判的な報道が続きました。 

結果として政府は、基準部会の報告書に基

づき基準を見直すとともに、物価高騰のため

一人当たり月額 1,000 円を特例的に加算す

るとしました。それでも引き下げとなる世帯

は減額を２年間見送る、増額となる世帯は引

き上げるとしています。実施時期は 23 年度

10月からです。 

物価が高騰しているにもかかわらず 10 月

まで保護基準を引き上げない。これはあきら

かな国の責任放棄です。 

２年後には最大８％も保護基準を引き下

げる可能性があり、今後の運動が必要です。 

 

いのちのとりで裁判全国アクション事務局 

田川英信 

 

生活保護問題対策全国会議のホームページ

に「自動車を持ちながら生活保護を利用す

るために！ Ｑ&Ａ」というリーフレットが

公開されています。 

厚生労働省が示している実施要領でも、自

動車保有が認められる場合があります。ぜ

ひ、ご一読ください。 

こちらをクリック 

http://seikatuhogotaisaku.blog.fc2.com/blog-entry-416.html


 

こんな活動やってます！ 

～各地の活動紹介～ 
 

人間らしく生きたい！ 

人間裁判ささえる岡山の会 
 

岡山地裁への提訴（2014年10月）から今年で10年

目。早く判決を出してほしい一方で、勝訴のために

は、裁判官に原告の生活実態と被害について理解

してもらわなくてはなりません。どうすれば裁判

官が耳を傾けてくれるのか。議論し取り組んでき

ました。 

かつて朝日訴訟の東京地裁判決を言い渡した浅

沼武裁判長は、東京から国立岡山療養所まで訪ね、

枕元で朝日さんに直接尋問しました。2020年に取

り組んだ署名では、この時と同様に、裁判官がまず

は原告の生活の場に足を運び、生活実態を直接に

見た上で公正な判断をしてほしいと求め、要請行

動を毎月行いました。 

 この間はコロナ禍で集まる場が減っていました

が、2022年度は機会を見つけて集会で報告を行え

るようになりました。支援を訴え、広げる活動に力

を入れています。 

提訴時から使用している横断幕のほか、原告た

すきやプラカードなどのグッズも揃えてきまし

た。会員にニュースを届けて、地道に傍聴をよび 
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かけ、毎月 25 日の街頭宣伝＠岡山駅西口では

少しでも多くの方に知ってもらう努力をしな

がら、実はひっそりと SNSでの発信にも取り組

んでいます。 

 

長年、精神疾患の患者さんと関わっている精

神科医師と精神保健福祉士さんが、基準引き

下げが孤立や不安を増悪させ治療の妨げにな

っていると、事例をもとにまとめてくれました。と

ても説得力があります。それでも心が動かない

裁判官に精神保健福祉士さんを証人とする必

要性をわかってもらうために、貧困論研究者の

志賀信夫先生に意見書を書いていただくこと

も決まりました。なかなか裁判官が聞く耳を持

ってくれない。だからこそ「できることは何でも

やっていこう」「知恵をしぼろう」と原告・支援者

の思いがまとまってきました。 

試行錯誤しているうちに時間がかかりました

が、来年度中には岡山地裁でも判決が聞けそ

うです。全国のみなさんの頑張りを励みに、とも

に勝利をめざしていきたいと思います。 

支援者 大坂圭子 
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